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　平成24年度もはや三分の一が過ぎました。一年が
早いと感じている人は多いのではないでしょうか。
高知病院も開院10周年を一区切りとして再スタート
を切りましたが、あっという間に一年が過ぎてしま
いました。オバマ大統領が選挙戦の際、「チェンジ」
という言葉で、アメリカ国民に訴え勝利しましたが、
当時流行語としてわが国でも多くのところでこの「チ
ェンジ」が使用されていたように思います。私たち
も質の高い医療を提供し地域に信頼される病院とな
ることを目標に「チェンジ」という言葉を用いてき
ました。今年は大統領選の年であることから、「チ
ェンジ」という言葉が流行してから４年が過ぎたこ
とになります。高知県の医療の一端を担う病院とし
て様々な分野で貢献していきたいと考えています。�
　この４年の間での大きな変化は、がん連携推進病院、
ＤＭＡＴ及び災害拠点病院の指定を受けたことで、
このことは、私たちの病院に対する期待を表すもの
といえますし、これに応えていかなければなりません。
施設認定を受けることで目標が達成できたのではなく、
これからが、今まで以上に重要で、これらの機能を
継続的に組織化し発展させていかなければなりません。
災害対策を充実させるために次の目標はＤＭＡＴチ
ームを増やすことでしたが、６月27日からの日本Ｄ
ＭＡＴ研修に新しいチームが参加し、この結果、複
数のＤＭＡＴチームを持つことができました。こら
れのスタッフを中心に今年度も充実した災害訓練を
計画し、近い将来発生することが予想されている南
海地震に対応できるようにソフトの面からも充実さ
せていきたいと思っています。�
　がんによる死亡者数は毎年増加してきており、が
ん診療の充実は重要な臨床的課題で、がん連携推進
病院になったのを機にさらに高度の医療に取り組ん

でいきたいと思っています。特に手術を施行する外
科医の存在は大切で、症例数が多いことは若手医師
の確保にも大きな影響を与えます。高知病院にも腹
腔鏡手術など新しい手技を持つ医師が大学から多く
派遣され症例数も増加してきており発展していくこ
とと思っております。転勤により高知に赴任した医
師が多いため地域の先生方との交流が十分ではあり
ませんが、症例を積み重ねていくことで存在感を出
すことができるのではないかと考えています。また、
がん診療には欠かせないのが放射線治療です。当院
には全国的に数少ない専門医が治療に当たっており
ハード面の強化から機器を充実させたいと考えてい
ます。今年度は放射線照射装置の更新の時期で、す
でに機種選定にとりかかっており、高機能を有する
機器を導入する予定となっています。機器購入に関
しては、病院の収益力に応じて機器の購入額が決め
られるようになっており、診療の質をあげ機器整備
を図るには、病院の業績を上げねばなりません。国
立病院機構の病院は国からたくさんの補助を受けて
いると思われがちですが、国からの補助はほとんど
なく、独立採算でその上、国時代の多額の負債を返
却しながら運営しているのが実情です。このような
状況であり県民の期待に応える病院となるためには、
経営基盤を確立させていくことも重要です。�
　今年度に入り、病院各部署の職員と話す機会があり、
多くの意見を聞くことができました。どの意見も病
院活性化に関しての積極的な意見で、職員の意識が
大きく変わってきていることを実感し頼もしく感じ
ました。これからも職員の皆さんと意見を交換しな
がら、一緒に力を合わせてすばらしい高知病院に進
化させていきたいと思っておりますので、ご協力の
程よろしくお願い致します。�
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　平成24年５月19日に第４回健康フェスタを開催し、

500人あまりの方に参加いただきました。今年のテ

ーマは「つなげよう、深めよう、地域と病院の絆」

です。高知病院が地域の皆様の健康を支援し、地域

に信頼される病院でありたいという思いを表したも

のです。�

　オープニングは、杉の子第２幼稚園児による可愛

い歌とダンス、手品堂ジュン＆アケミによるマジッ

クショーで始まりました。各種のイベントは職種の

特色を活かして、楽しく、健康に貢献できるものと

考えました。�

　医師は、「こんな時は病院に行きましょう」をテ

ーマに公開講座を開催し、泌尿器科、呼吸器科、消

化器科、外科、小児科がそれぞれ講演を行いました。�

ＤＭＡＴチームは、災害拠点病院としての活動や新

たに示された高知県の津波被害想定図の説明と装備

の試着体験を行いました。�

　体験コーナーでは、薬剤科が「お菓子でお薬」の

調剤体験コーナーを担当し、長蛇の列ができるほど

の人気でした。リハビリテーション科では認知機能

検査やリハビリ体験コーナーを担当しました。また、

助産師によるベビーマッサージとマタニティヨガの

コーナーや看護学生によるアロママッサージのコー

ナーを設置しました。これらの体験コーナーでは、

公
開
講
座
「
こ
ん
な
時
は
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
」�

マジックショー�

杉の子第2幼稚園�

開会挨拶�

写真展�

調剤体験�

リハビリ体験�

手術室体験�

転倒防止�

健康相談�

キッズコーナー�

手洗コーナー�

リラグゼーション�
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参加者の方々に大変喜んでいただくことができまし

た。�

　また、中・高校生対象の手術室体験コーナーでは、

ガウンテクニックや手術器具を用いての体験をしま

した。これをきっかけに、生徒さん達に将来医師や

看護師を目指して貰えるなら、大変喜ばしいことだ

と思います。�

　検査コーナーでは、顕微鏡で赤血球や白血球をみ

ることができ、普段見られないミクロの世界に驚い

ていました。また、肺年齢、血管年齢、骨密度、内

臓脂肪の測定などを行いました。参加者の皆さんは

ご自分の体を知る良い機会になったと思います。�

　キッズコーナーでは、保育士さんたちが紙芝居や

ネックレス作りなどを行い、子どもたちの喜ぶ顔が

印象的でした。また、子ども用の白衣に着替えての

写真撮影など、どのコーナーもたくさんの方に楽し

んでいただきました。�

　これらの各ブースを回ることでアイスクリンやフ

ランクフルトの景品がもらえるスタンプラリーも大

変好評でした。�

　その他、外部の方々にもご協力いただき、産地直

産の野菜や手作り品等の販売コーナーや消防車・救

急車の展示コーナー、献血コーナーを設置しました。�

　エンディングは朝倉中学校吹奏学部の皆さんによ

る演奏です。人気アニメのテーマ曲、演歌、Ｊポッ

プと幅広い選曲で会場の皆さんが聞き入っていまし

た。予定の演奏が終わってもアンコールの拍手が鳴

り止まず、急遽もう１曲演奏していただきました。�

　参加者の皆さまからは、「来年も子どもと一緒に

来たい」、「体脂肪などの検査ができて良かった」、

「年々イベントが良くなっている感じがする」等の

感想ををいただきました。�

　今回、地域の方々と健康や医療について考える良

い機会になったと思います。また、病院スタッフが

一丸となって取り組むことで大きな力が発揮できる

ことを実感できました。今後も地域に選ばれる病院

になるため、地域の皆様との絆が深まるように取り

組みを進めていきたいと思います。�

　最後になりましたが、健康フェスタの開催にご協

力いただいた多くの皆さまに感謝申し上げます。�

�
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　熱性けいれんは、乳幼児が、風邪などの高熱に伴

って起こすけいれんです。高熱のため、脳が「あつ

いッ」とびっくりして反応するもので、脳自体に障

害が残るものではありません。多くは38度以上の発

熱に伴い、熱の出はじめから24時間以内におこりま

す。�

　けいれんの時にはまず、あわてないことが大切で

す。呼吸は弱まり、顔が青くなりますが、けいれん

発作では心臓がしっかり動いているため、基本的に

けいれん自体で後遺症は残しません。口のなかに、

指や割りばしを入れたりすることは、出血や嘔吐を

誘発するためかえって危険です。�

　でも、次のようなけいれんには注意してください。

まず、子どもの状態が悪い場合です。けいれん前か

ら嘔吐や意識障害を伴うような場合には、熱性けい

れんではなく、髄膜炎や脳炎かもしれません。また、

一般的に熱性けいれんは、短く単発で終わります。

10分たっても止らない、あるいは、その日のうちに

２回目の場合等にも注意が必要です。また体の一部

分だけのけいれんは脳の局所からの反応を示し、熱

性けいれん以外の可能性があります。�

　なお、発熱時には、けいれんの有無よりも全身状

態の評価が大切です。下表は、そんな発熱の重症度

を示したものです。これらの様子で重症度を判断し、

軽症ならたとえけいれんを起こしてもそれは熱性け

いれんのことがほとんどで、後遺症の心配はありま

せん。一方で、けいれんがなくても、評価が重症で、

特に意識障害があるような時には注意が必要です。�

　そして発熱で気をつけたいのが、「夜は心配した

けど朝起きたら元気になっていた」と言う時です。

症状には、必ず波があります。不安な夜を過ごした

翌朝は、同じ不安を繰り返さないように、必ず診察

を受けておきましょう。さらに検査や点滴などが必

要かもしれない時には、朝早めに受診するのがコツ

です。�

�

泣き声
�

�
�

眠り
�

�
�

皮膚の色
�

�
�

周囲への関心
�

�
�
哺乳力�
�

目と四肢の動き�

観察事項�

強い�
普通の泣き声�
�

ぐっすり眠る
�

�
�
赤みがかっている�
ピンク色�
�
外へ連れ出すときょろ�
きょろして笑う�
�
強い�
�
目がよく動く、指先や�
足先を良く動かす�

元気のない泣き声
�

�
�
眠りが浅く、時々不機嫌に�
泣く�
�

手足が冷たく青ざめている
�

�
�
外へ出してもあまり周りを�
見ない�
�
弱い�

弱々しい泣き声�
うめき�
�
うとうとしてねむっているの�
か起きているのかわからない�
�
蒼白、チアノーゼ、灰色�
マダラ模様�
�
連れ出しても全く周囲へ関心�
を示さない�
�
ほとんど吸わない�
�
目の動きがない�
手足がだらりとする�

軽　　　症� 中　等　症� 重　　　症�

市民公開講座�
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　本年７月１日より当院で勤務させていただくことに
なりました中野誠一（なかの　せいいち）です。高知
県高知市の生まれで、高知学芸にて中・高・予備校の
計８年間を過ごしました。大学は北海道にある旭川医
大に入学し、野球部に所属していました。卒業を期に

四国に帰り、平成16年から高知赤十字病院、徳島大学
で卒後後臨床研修をさせていただき、平成18年から徳
島大学耳鼻咽喉科に入局しました。徳島赤十字病院、
ＪＡ高知病院での勤務を経て、今年医師９年目になり
ます。�
　耳鼻咽喉科全般をオールラウンドにこなせるように
なりたいと思いますが、特に小児耳鼻科（小児難聴）
に興味を持っておりますので、今後じっくり勉強して
その分野の患者様に深く関わっていきたいと考えてい
ます。趣味はスノーボード、マラソン、旅行（アジア）
などです。特にスノーボードは何よりも好きで、一年
中冬になるのを待ち焦がれています。�
　至らないところだらけで皆様にはご迷惑をおかけす
ると思いますが、微力ながら一生懸命取り組む所存で
すのでどうぞよろしくお願いいたします。�

耳鼻咽喉科　中野　誠一�

外科医師�

大塚　敏広�

　本院外科は、2012年６月より「ヘルニア（鼠径ヘルニア、大腿ヘルニア、腹壁
ヘルニア等）・胃瘻専門外来」を再開しています。�
　鼠径ヘルニアとは、とくに40代以降の成人男性に多くみられる疾患です。股の
足の付け根の腹壁の弱い部分から、腹膜におおわれた腸等が出てしまう病気で「脱
腸」とも呼ばれています。�
　原則的には外科的手術が唯一の治療法です。�
　腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術は、術後の疼痛や違和感が少なく、再発が少ない手術で、2010年５月より
導入して行っています。�
　診療日時は毎週火曜日午後２時より午後４時30分までです。�
��
　　　お問い合わせ先�

�

　　　　電話： 088－844－3111㈹　内線2163 �
　　　　（お問い合わせのお電話は午前11時～午後4時30分の間にお願いいたします。）�
�
■腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術（TAPP法）��
蘆全身麻酔下に腹腔内に腹腔鏡を挿入して、腹膜の外側にポリプロピレン製のメッシュを留置し、固
定する方法。�
蘆腹腔内から観察するため、再発例や複合ヘルニア例でもヘルニアの診断が容易にできる。�
蘆両側性ヘルニアでも片側ヘルニアと同一の創で手術が可能 。�
蘆創の縮小、整容性が良く、術後早期の疼痛の軽減、慢性疼痛・違和感の減少。 �
蘆再発率が低い。�
蘆早期の社会復帰が可能。�
�
　入院期間：２泊３日～ ４泊５日 �
　　　　　　退院時から軽作業（車の運転、散歩等）は可能。 術後３、４週間で、重労働が可能 。�
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教育担当看護師長　岡林　裕恵�
　平成24年６月27日～30日にかけて兵庫県災害医

療センターで行われた日本DMAT研修に、当院か

ら山B外科医師、岡B看護師、月原看護師、高野

薬剤師と谷口事務職員の５名で参加させていただ

きました。�

　１日目・２日目は講義の受講・実習、３日目に

筆記・実技の試験、４日目には実践訓練を行いま

した。実践訓練では列車事故現場を想定した訓練と、

被災地域の災害拠点病院から搬送されてきた傷病

者を被災地域外の拠点病院へ搬出するまでの空港

での広域医療搬送の訓練を行いました。�

　広域医療搬送の実践訓練では、私は広域医療搬

送患者情報システムへの情報入力の役割を担当し

ました。空港に搬送されてきた傷病者の基本情報

や重症度、どこから搬送されてきてどこへ搬出さ

れたのか等の情報を入力したのですが、訓練と言

えど実際に体験してみるとうまくいかないことだ

らけでした。患者受付票に記載漏れが多々あったり、

追加・訂正された情報が診療部門に伝わっておら

ずその確認のために余計な時間がかかったり、途

中でプリンタが使えなくなったり…等々細かい事

を挙げればきりがありません。実際の活動現場では、

状況に応じてその場で判断し対処しなければなら

ない事も多くあると思います。その一方で事前の

準備・想定ができていれば素早く対処できる事も

多くあるということを実践訓練を通して感じました。�

　今回の研修では他職種の方と一緒であったとい

う事も含め、４日間の大変貴重な経験をさせてい

ただきました。今回の研修をスタートとして、

DMATの一員として貢献できるよう今後も継続し

て能力の向上に努めていきたいと思います。

�

企画課入院係　谷口　　誠�
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ＢＬＳ　一連の流れを確認しました�

一生懸命心臓マッサージ中�

意識の確認はだんだんと大きな声で�

　専従の教育担当看護師長として勤務して３ヵ月が

過ぎました。看護職員への系統的な教育の企画と運

営、各看護単位の教育担当者への支援を行うことが

教育担当看護師長の役割です。�

　４月から新人看護職員を対象とする集合研修を毎

月行っています。職業人としての意識を高めながら、

丁寧に育てていくプログラムです。看護師のキャリ

アを考える上で一年目は最も重要です。５月に実施

した「急変時の対応」研修では、15名中12名が看護

学校でＢＬＳを行っていました。しかし、看護師と

して患者さんに接するようになった現在、再び必死

で技術を習得する姿勢がありました。また、研修で

顔を合わせることはお互いの成長を認め、励まし合

う機会になっています。�

　４～５月は新人が就業時間内で業務を終了するよ

うスタッフがサポートします。その結果、元気な状

況で勤務ができています。早く仕事を覚えようと緊

張し、職場に慣れるだけで精一杯の時期に先を急い

でも良い結果は得られません。サポートナースは

「今の新人さんはいいですね」と言いながら、新人

を段階的に育てることを理解し協力的です。「これ

は○○だからこうするのよ」と根拠を伝えながら新

人が自信を持てるように指導しています。�

　６月後半から夜勤の練習が始まりました。「不安

です」「緊張します」と素直な気持ちを聞くと、私

が新人の頃２人夜勤で緊張する中、ベテラン看護

師の「大丈夫よ」の一言にホッとしたことを思い

出します。�

　「共に学ぶ」という姿勢で、それぞれが最良の関

わりをしていくことで、新人もスタッフも、私自身

も共に育っていくことができると考えています。指

導を受けながら看護を実践できるようになり、更に

自分の夢を持ちその夢を達成するために自ら学んで

いく姿勢を兼ね備えた看護師になって欲しいと願っ

ています。�

�

教育担当看護師長　教育担当看護師長　岡林　裕恵岡林　裕恵�教育担当看護師長　岡林　裕恵�
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　平成24年５月17日から19日までの３日間、国立病

院機構岡山医療センターで行われた中国四国ブロッ

ク内コメディカル新採用職員研修会に参加させてい

ただきました。�

　研修では、コメディカルのスタッフが一同に集ま

り、国立病院機構の果たす役割や理念、接遇・業務

に就く上での基本マナーやチーム医療についての講

義を受けました。また、各職種に分かれて、接遇の

実践として模擬患者とのロールプレイや、「こんな

薬剤科にしたい」をテーマとしたグループワークを

行いました。�

　私が一番印象に残っていることは、各職種に分か

れてのグループワークでした。自分が目指す薬剤師

像や、そのために必要なことは何かを、意見を出し

合い考えていきました。勤務を始めて１ヶ月半での

討論でしたが、各施設ごとに業務内容や経験してい

ることが少しずつ異なり、お互いに刺激を受け合う

有意義なものになったと思います。�

　また、施設や職種を超えて多くの新採用職員と交

流を図ることができ、貴重な経験となりました。こ

の研修を通して、国立病院機構の職員として働くこ

との自覚を持つとともに、自分が薬剤師としてどう

業務に取り組んでいくかを考えるきっかけになった

と思います。�

�

薬剤科　水田　景子�

理学療法士　大菊　　覚�

　５月17～19日に開催されたコメディカル新採用職

員研修に参加させていただきました。そこで、組織

人について多くのことを学びました。一番印象に残

っていることは、チーム医療についてです。�

　「各職種が専門性を活かした提言をし、情報を共

有することで業務は効率化し、患者さんの利益にな

る」「無駄が省かれるので、自分たちの業務負担も

軽減する」「職場への貢献に繋がる」などといった

内容でした。特に、リハビリテーションにおいては、

患者さんの状態を把握するために、さまざまな職種

とカンファレンスを軸にした情報共有と連携が必要

です。今回の研修でチーム医療の必要性を改めて実

感しました。�

　私は理学療法士としては１年目であり、まだまだ

未熟です。なので、自らの専門性を十分に発揮し、

各職種と積極的な意見交換を行えるよう、日々、研

鑚を積んでいきたいと思います。そして、高知病院

に貢献していきたいです。�

�
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臨床工学技士　岡田　和浩�

財務管理係　佐藤　泰成�

　５月17～19日に岡山医療センターで行われた平成

24年度中国四国ブロック内コメディカル新採用職員

研修会に参加しました。�

　この研修会は薬剤師、診療放射線技師、臨床検査

技師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、児童

指導員、保育士、臨床工学技士が対象の研修会で私

は臨床工学技士として参加しました。�

　研修１日目は、国立病院機構の服務規程などの講

義と、チーム医療についてなど、医療現場に従事す

るものとしての心構えを学びました。�

　２日目は、一般的な接遇についてはもちろんです

が各職種に分かれてロールプレイを行い、不測の事

態に対応するためディスカッションも交えて行いま

した。講師の先生からのアドバイスを受けながら討

論し、全研修者の前で発表をしました。日頃の業務

で患者さんに関わることは少ないですが、今後この

ような状況に遭遇するかもしれないのでとても参考

になりました。�

　３日目の「専門職研修」では、各職種に分かれて

先輩方から国立病院機構で仕事していく中での注意

事項や仕事内容を伺いました。医療技術についても、

臨床工学技士として輸液ポンプ・人工呼吸器などの

使用目的や、必要性、エラーへの対応など実技をふ

まえて分かりやすく講義をしてくださいました。そ

れぞれの機器の基本的なことを教えていただいたの

で非常にわかりやすく、新採用研修としてよかった

と思います。�

　まだまだ未熟で迷惑をかけることもあると思いま

すが、研修で学んだことを活かして頑張りますので

よろしくお願いします。�

�

　平成24年５月22日～25日の間、中国四国ブロック

事務所で開催された新採用事務職員研修に参加しま

した。�

　研修を受ける前は高知病院に新採用の事務職員は

一人しかおらず、初めての地で一から新しい仕事を

覚えなければいけない大変な気持ちと業務量が多く

不安な気持ちをもっていました。しかし、この４日

間の研修を通して、初めて同期の人たちと出会い、

他の病院の財務管理係とも知り合うことができまし

た。勤務地は離

れているけど相

談できる仲間が

できたと感じる

ことができまし

た。今回できた

横のつながりを

大切にして、今

後もお互い助け

合いながら仕事をしていきたいです。�

　また、この研修で国立病院機構の組織や今後目指

していく方向などを聞くことができ、より深く国立

病院機構について知ることができました。国立病院

機構の事務職員としての意識も高くなりました。早

く自分ができる仕事量を今よりも増やして、効率よ

くミス無く仕事をしていきたいです。一人前の財務

管理係になり高知病院に必要な職員となれるよう頑

張ります。�

�
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療育指導室長　療育指導室長　中島　由博中島　由博�療育指導室長　中島　由博�

「第21回四国重症心身障害�
　　　　　　　　　研究会」を終えて�

　去る、６月16日（土）に高知県立ふくし交流プラ

ザにおいて、当院が担当施設となり、「第21回四国

重症心身障害研究会」を開催しました。当日は生憎

の雨模様の中でしたが、中国四国ブロック事務所か

ら看護専門職の鳩野みどり様を来賓に迎え、四国各

県の国立病院機構病院と社会福祉法人施設等の計9

施設より、213名の参加がありました。�

　午前中には13題の研究発表が４セクションに分か

れ、重症心身障害児者に対する「基本的生活習慣を

整える支援の仕方」「口腔ケアと発達支援の取り組

み」「ポジショニングを中心とした日常生活動作改

善の取り組み」「在宅を含む生活支援の体制作り」

等々をテーマに発表及び質疑が行われました。�

　今回は看護、理学療法、言語聴覚療法の立場から

それぞれの発表があり、医師、看護、リハビリ、栄

養、療育指導の立場からの質問が出され、それぞれ

の座長のコメントと共に有意義な討論が行われまし

た。�

　また、午後からの特別講演では、島田療育センタ

ーはちおうじ所長の小沢 浩先生をお迎えし、「愛

することから始めよう―小林堤樹と島田療育園の

歩み」と題して、重症心身障害福祉の原点とも言え

るお話を熱く語っていただきました。�

　最後に本研究会運営に対して、小倉副院長の指導

のもと、当院から沢山の方々のご協力がありました。

本稿をお借りしてお礼申し上げます。�

「第21回四国重症心身障害�
　　　　　　　　　研究会」を終えて�
「第21回四国重症心身障害�
　　　　　　　　　研究会」を終えて�

療育指導室　元保育士　山田美由紀�
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療育指導室長　中島　由博�

「第21回四国重症心身障害�
　　　　　　　　　研究会」を終えて�
「第21回四国重症心身障害�
　　　　　　　　　研究会」を終えて�

療育指導室　元保育士　療育指導室　元保育士　山田美由紀山田美由紀�療育指導室　元保育士　山田美由紀�

　５月26日（土）、つくし病棟では恒例の行事である

『つくしまつり』が今年も賑やかに行われました。

今年のメインテーマは〈楽しかった思い出・新しい

風〉です。�

　昭和43年につくし病棟が開設され、以降、家族と

共に楽しめる行事として始まったつくしまつりは、

今回で38回目を数える伝統ある祭りとなりました。

「利用者様にも祭り気分を味わっていただきたい」

という職員の一言が発端となり、当初は『夏祭り』

として産声をあげました。一般社会、家族の元を離

れての生活を余儀なくされた利用者様にとって、さ

ぞやワクワクドキドキの印象強いものであったに違

いありません。�

　つくし病棟の皆さんが喜んでくれるならばと職員

以上にご家族の奮闘ぶりは惜しみないもので

した。当時を思えば時代の流れと共に祭りの

形態は様々に変わってきましたが、利用者様

の喜びと期待感は今も変わる事はありません。利用

者の皆さんの話し合いが基盤となり、最初から最後

までそのテーマに向かって１ヶ月間準備を重ねまし

た。当日は、出店での買い物を家族と共に楽しみ、

またＯＢの皆様や学生ボランティアさんに囲まれて

はじける笑顔がありました。アトラクションにはい

ち早く名乗りを上げて下さった“ちなつと愉快な仲

間たち”の皆さんや病院各部署から多くのご協力を

いただき、つくしまつりが利用者様の希望に添った

内容となりました事に感謝致します。�

�
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　医療安全管理室は、医療の安全のための活動を組
織的に取り組むための統括・調整部門です。専従の
職員の他、院内のあらゆる職種のリスクマネージャ
ーがチーム一丸となって医療安全の活動を行ってい
ます。今回は、その活動から２つをご紹介いたします。
　職員はヒヤリとしたりハッとしたりする場面を体
験したらインシデントレポートを提出しています。
医療安全管理室では、このレポートを収集・分析し、
事故防止に努めています。院内LANによる報告シ

ステムを導入し、医療安全管理室にもインシデント
レポートが迅速に報告され集約できるので、素早い
対応が可能になっています。集約されたレポートを
分析して原因を究明し、事故防止に役立てています。�
　また、転倒・転落事故防止や注射事故防止といっ
た目的で多職種編成のチームで院内ラウンドを行い、
改善箇所の存在を見つけ環境改善を提言することで
未然防止対策がとられた安全な院内環境提供へと努
めています。�

医療安全管理係長　森山　万智�

感染管理室だより�

　事故と災害の関係を示したハインリッヒの
法則によれば、1 件の重大な事故のかげには
29件の軽い事故が、さらに、その背後には
300件のミスが存在する可能性があるといわ
れています。また、さらにその背後に広がっ
ている危険要因に気づきこれを排除すること
で未然防止に繋がると考えています。�

ハインリッヒ  1：29：300の法則�
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　感染管理室は平成24年４月に設置され、岩原義人室長（内科医長 ICD：感染制御医）のもと、感染管理認定

看護師が専従で配置されています。感染管理室の役割は、感染症から患者さんやそのご家族および病院で働く

全ての職員を守り、病院の基本方針である「安全な医療」を提供するため、院内感染対策を企画・立案・推進

することです。医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・事務など多職種で構成された感染対策チームや、各部

署に配置されている感染リンクナースと協力しながら感染制御に取り組んでいます。�

　今年度の感染管理室の目標として「１．アウトブレイクの早期発見と迅速な対応を行う」「２．特定抗菌薬

の適正使用を推進する」「３．教育・研修を行い職員の�

資質向上をはかる」の３つを掲げて活動しています。感�

染制御は予防だけでなく、発生後の適切な対応や治療も�

重要です。病院全体の感染対策上の問題把握を行い、効�

率的かつ効果的な方法を検討して職員への教育や情報発�

信を行っていきたいと考えています。�

�

感染管理室だより�感染管理室だより�
感染管理認定看護師　原　　昭恵�

A溶血性レンサ球菌
咽頭炎

須崎、高知市で増加した。須崎、幡多では警報値を、高
知市、中央西では注意報値を超している。流行のシーズ
ンなので注意が必要。

高知市で増加したが、全体では少しずつ減少している。

須崎、安芸、高知市、中央東で増加した。須崎では注意
報値を超している。

安芸で増加した。安芸では警報値を、須崎、高知市では
注意報値を超している。

安芸で増加したが、全体では少しずつ減少している。0.87

伝染性紅斑群

水痘

感染性胃腸炎

0.97

1.00

1.90

ヘルパンギーナ 3.80

疾　病　名 推 移
定点当たり
報告数（人） 県 内 の 傾 向

高知県感染症発生動向調査（週報）�
　2012年　第28週（７月９日～７月15日）�
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　平素より、登録医の先生をはじめ、地域の先生方には大変お世話になっております。�
　さて、当院では平成21年より当院をご利用いただいております先生方と交流・意見交換をさせていただき、
更なる病・病連携、病・診連携の強化を図りたく「国立病院機構高知病院地域医療連携連絡会」を企画してお
ります。�
　本年度は８月４日に下記の通り実施予定です。�
　たくさんのご参加をお待ち申し上げます。�

「第４回独立行政法人国立病院機構高知病院�
　　地域医療連携連絡会」開催のご案内�

地域医療連携室　副看護師長　長浦　英世�

　　　蘆日　時
　　　蘆場　所
　　　　　　　
　　　蘆会　費
　　　蘆プログラム
※ご参加は事前申込が必要です。�
　お問い合わせ先　地域医療連携室　088－828－4465　担当：長浦まで�

　当院では毎月、第４水曜日（18：30～20：00）地域医療機関の皆様を対象にフォーラムを開催いたしており
ます。会場は当院２階、地域医療研修センターにて行います。�
（駐車券をお渡しいたします）�
　次回、次々回の予定は下記の通りです。皆様の多数のご参加をお待ち申し上げます。�

※ご参加は事前申込が必要です。�
　お問い合わせ先　地域医療連携室　088－828－4465　担当：長浦まで�

第78回　平成24年 7 月25日貉　18：30～20：00�

　　　　　「日常診療に起こりうる症状　－急性腹症―」�
　　　　　　　　外科　消化器科　婦人科�
�

第79回　平成24年 8 月18日貍　15：00～17：00　※院外講師のため定例日にあらず�

　　　　　「医療メディエーション研修」�
　　　　　　　　愛媛県医師会みかんの会�
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　昨年度より、当地域医療連携室では、連携施設のリーフレットを作成しております。�

　地域医療連携室スタッフが、慣れないPCを駆使して作成した手作り感あふれるリーフレットです。その

中から、一部ご紹介いたします。�

�

　リーフレットは外来に設置閲覧、広報誌に掲載、必要時患者さんに

配布等させていただいております。地域医療連携室では、上記リーフ

レットにご賛同いただける施設を募集しております。下記連絡先まで

ご一報下さい。�

�

患者さんのご紹介・現在入院中の患者さんの問い合わせ・リーフレットについて 等…�

　　088－828－4465　地域医療連携室までご一報下さい。�平日 8：30～18：00まで対応いたします。�

�

　耳鼻咽喉科医師　　中野　誠一　7月1日付�

�

�

　看護師　　　　　　濱田　文恵　5月1日付�

�

�

　看護師　　　　　　竹政　由香　4月30日付�

　耳鼻咽喉科医師　　関根　和教　6月30日付�

　保育士　　　　　　山田美由紀　6月30日付�
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１年生　小松　令奈　　山田　茉耶�

新入生歓迎体育大会�

　４月26日、春野運動公園の体育館で新入生体育大

会が行なわれました。�

　３年生、２年生、１年生と教員混合のグループが

Ａ～Ｈまでありました。私たち１年生は、上級生と

挨拶を交わす程度しか関わる機会がなかったので、

今回の体育大会は上級生と交流できるよい機会とな

りました。各チームの2年生がチーム全員の名前入

りワッペンを作ってくれました。ワッペンのテー

マがポケモンだったり、ワンピースだったりとそ

れぞれのチームの個性がでていて、どれも可愛か

ったです。�

　競技は、バレーとムカデ競争を行いました。バレーでは、

それぞれが協力し合い白熱したプレーが多く見られました。

先生方も各チームに入られていたので、普段関わることの少

ない先生方とも関わることができ、分からない所を教えて頂

いたり、色々なお話ができたので良かったです。また、先輩

方も積極的に私たちをバレーに誘ってくださったので嬉し

かったです。�

　ムカデ競争では、各チームそれぞれが作戦をたて競技し

ました。トーナメント制だったので、1回1回の勝負が緊張

しました。チームで足並みをそろえ、息もピッタリ合わせて走るチームや途中

で転んでしまうチームもあり、楽しむことができました。途中、ヒモ

が切れるアクシデントがありましたが、先輩方がすぐに対処してくだ

さり、事故なくスムーズに競技することができました。�

　お昼休みには、先輩方や先生と話をしながら

お弁当を食べました。普段は体験することがな

いので新鮮で楽しかったです。�

　今回の新入生歓迎体育大会は２年生が主体と

なって企画してくださいました。プレゼントの

準備や可愛いワッペンの作成など、私たち１年

生のためにこの体育大会を企画、運営していた

だいたことに感謝します。ありがとうございま

した。�

２年生　岡林　　優　　武井　理恵�
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２年生　２年生　岡林　　優　　武井　理恵岡林　　優　　武井　理恵�２年生　岡林　　優　　武井　理恵�

国立病院機構中国四国ブロック�

　平成24年５月13日豸、岡山県に独立行政法人国立
病院機構（以下「NHO」という。）中国四国ブロッ
クの看護学生が集結し、看護学生フォーラムが開催
されました。高知病院附属看護学校からは、教員と
２年生41名が参加しました。�
　今回初めての開催ということで、どういう内容な
のか期待に胸を膨らませながら当日を迎えました。
フォーラムは、上池渉中国四国ブロック担当理事（呉
医療センター院長）の挨拶で始まり、学生による各
学校の紹介、「臨地実習で学ぶもの」をテーマにし
た講演、NHOについての説明、病院紹介と充実し
た一日となりました。�
　各学校の紹介では、学校によって個性があり良い
刺激となりました。発表の仕方も、動画を流したり、
校歌を歌ったり様々です。ある学校では、部活やサ
ークル活動を行っていたり、より地域に密着したボ
ランティア活動を行っている学校もありました。８
校の発表を聞いて共通しているのが、『縦
（他の学年）と横（クラス内）の繋が
りが強い』ということではないかと感
じました。他校の状況を知ることによ
り、自分の学習・課外活動に対する意
欲や取り組みを振り返るきっかけとな
りました。�
 「臨地実習で学ぶもの」の講演では、
実習に行くときは疾患ではなく解剖生
理まで戻って正常を理解することで、
より症状や異常値に対しての理解が深
まり、その理解が患者さん」への看護
を良いものに変えるということがわか

りました。そして、実習科目と同じ領域の国
家試験問題に目を通すことでポイントを押さ
えることができ、実習の事前学習だけでなく
国試対策にもなるとアドバイスを頂きました。
そのことを活かして、８月から始まる基礎看
護学実習Ⅱや領域別実習に励んでいきたいです。�
　午後からは、NHOについての説明と、病
院紹介の時間です。中国四国ブロックの23病
院がブースを構え、実際に働いている病院の
職員によって、パソコン、iPad、パンフレッ
トなどを使用してプレゼンテーションが行わ
れました。どのブースでも病院施設の写真や、
卒後教育の計画、勤続年数別職員数などが図

表を取り入れてわかりやすく紹介されており、私達
学生はそれぞれの病院の特色について、詳しく知る
ことができました。これは、ほとんどの学生が初め
て体験する病院説明会でした。同じNHOでも、病
院の規模、地域性や専門とする部門が異なっている
ことが分かりました。いろいろな病院のお話を聞く
ことで、今まで気づかなかった母体病院である高知
病院の特色もみえるようになり、視野が広がりました。
何より、たくさんの病院職員の方々のお話を聞くこ
とで刺激を受け、私達は自分の将来の看護師像につ
いて考えることができました。また、NHOの病院
職員の方々は医療や看護への熱い想いをもち、私達
を温かく育んでくださっていることを感じました。�
　このようなフォーラムを開いてくださったことに
感謝し、今後はNHOの看護学生としての自覚を新
たに、社会に貢献できる看護師を目指して頑張りた
いです。�

�
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外来診療担当医表�
■受付時間 8：30 ～11 ：00 　整形外科・火曜日は 8：30 ～10 ：00 です。�
　　　　　　　　　　　　　

■休診日 土曜・日曜・祝日・12 月29 日～１月３日�

（平成24年７月１日現在）�

高知病院�
〒780-8077　高知県高知市朝倉西町１丁目２番25号�
TEL（088）844 -3111　FAX（088）843 -6385�
ht t p : / /www.hosp .go . j p . / ̃ koch i hp国立病院機構の�

シンボルマーク�
高知病院の�

シンボルマーク�

※　内科の１診は、月曜日から金曜日まで全て、医師１名担当の交代制となっています。�

�
午　前�
�

午　後�
�
�

午　前�
�
�

午　後�
�

午　前�
午　前�
午　後�

�
�
�

午　前�
�
�

午　後�
�

�
午　前�
�

午　後�
�
�

午　前�

午　前�
午　後�
午　前�
午　前�
午　前�

午　前�

午　前
�

午　後

午　前
�

�
�

午　前�

午　前�

１　　診�

特別外来�
�

専門外来�
�

１　　診�
�

２　　診�
�

専門外来�
�
�
�

専門外来�
�
�

１　　診�
２　　診�
３　　診�

専門外来�
�

予防接種�
�

１　　診�
２　　診

�
専門外来

�
�

１　　診�
２　　診�
�

専門外来�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区分・診察室番号� 月� 火� 水� 木� 金�
畠山・飛梅�
松森(糖尿病)�

�
�
�

岡野　義夫�
�

�
�
�
�

藤野　泰輝�
�
�

松森　昭憲�
（糖尿病も診察）�
武市　知己�
高橋　芳夫�
小倉由紀子�

神経・発達障害�
乳児健診�

14:30～15:30�
（予約制）�

井川　浩一�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

林　二三男�
�

非常勤 10：00～�
�
�
�

三好　　研�

渡邊　裕修�

�
�

原田　裕子
�
�

戸田　祐子
�

近藤　英司
�

�
中野　誠一�

小松　幸久�

町田・香西�
岩原(内科)�

�
�
�

大串　文　
�

�

�
�

禁煙外来�
14:00～15:30（予約制）�

井上　修志�
山B　隆志�

ペースメーカー（第１木曜）�
�
�

小倉　英郎�
大石　尚文�
井上　和男�

アレルギー・化学物質過敏症�
NICUフォローアップ�

14:30～15:30�
（予約制）�

福山　充俊�
（乳ガン検診も実施）�
日野・福山�
乳腺外来�
篠原　一仁�

（田村　竜也）�
�
�

日野　弘之�
�

三好　　研�

笠原高太郎�

小林　文子
�

�

原田　裕子�
�

戸田　祐子
�

近藤　英司
�

�
中野　誠一�

塩田　博文�

篠原・飛梅�
松森(糖尿病)�

�
�
�

畠山　暢生�
�

町田　久典�
�
�
�

板垣　達三�
�
�

大串　文　�
�

武市　知己�
寺内　芳彦�

�

乳児検診�
�

14:30～15:30�
（予約制）�

山崎　誠司�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

小林　　亨�
�

非　常　勤�
�
�
�

三好　　研�
渡邊(奇数週)�
久野(偶数週)

�福家　義雄
�

�
小林　文子�

�
戸田　祐子

�近藤　英司�
中野　誠一�

松岡　　葵�

篠原・岡野�
岩原(血液)�

�
�
�

大串　文　�
（リウマチ科も診察）

�
�
�
�

�
藤野　泰輝�
西村　直己�

�

大串　文　
�

�
小倉　英郎�
井上　和男�

�

アレルギー�
特殊予防接種�

14:30～15:30�
（予約制）�

福山　充俊�
（乳ガン検診も実施）�
福山（乳腺外来）�
大塚（胃ろう・ヘルニア外来）�
兼松　次郎�

�
�
�

日野　弘之�
�

三好　　研�

笠原高太郎�

福家　義雄
�

�

�
�

戸田　祐子
�

近藤　英司
�

�
中野　誠一�

塩田　博文�

岡B�
松森(糖尿病)�

�
�
�

篠原　　勉�
�

�
�
�
�

井上・板垣�
山B　隆志�

�

松森　昭憲�
（糖尿病も診察）�

小倉　英郎�
大石　尚文�
寺内　芳彦�

神経・発達障害�
�

14:30～15:30�
（予約制）�

大塚　敏広�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

篠原　一仁�
�

非　常　勤�
�
�
�

三好　　研�

渡邊　裕修�

原田　裕子
�

�

福家　義雄
�

�

戸田　祐子
�

近藤　英司
�

�
中野　誠一�

小松　幸久�

�

内 科 �
�
�
神 経 内 科 �
�
�
呼 吸 器 科 �
アレルギー科�
�
�
消 化 器 科 �
�
循 環 器 科 �

�
リ ウ マ チ 科 �

�
�
�
小 児 科 �
�
�

�
�
外 科

�
�
�

整 形 外 科 �
�
�
脳 神 経 外 科 �

呼 吸 器 外 科 �
小 児 外 科 �
皮 膚 科 �

泌 尿 器 科 �
�
産 科 �

婦 人 科 ��

眼 科
�

�

耳 鼻 咽 喉 科
�

リハビリテーション科
�

放 射 線 科 �

診 　 療 　 科 �

不定期(院内案内板に掲示しています。お電話にてお問い合わせ下さい。)

�

�
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⑪�
�
�
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⑧
�
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�
�
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⑦�
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③�
�
�
�
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①�
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